
安
聖
基

人
閂
っ
て
、

大
き
い
ん
か
い
、

ク
2
人
テ
ィ
ン
・
ハ
キ
ム
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膿
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潔
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小
栗
康
平
監
督
作
品
l
9
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作
品

眠
る
男

製
作
「
眠
る
男
」
製
作
委
員
会
5
5椋
S
P
A
C
E

一
人
の
眠
り
続
け
る
男
の
周
辺
で
、
日
常
の
営
み

が
な
さ
れ
て
い
る
。
山
が
あ
り
、
森
が
あ
り
、
川
が

.. 
あ
り
、
季
節
が
静
か
に
め
ぐ
る
。

こ
こ
で
は
、
生
と
死
、
人
と
自
然
が
‘
―
つ
の
も

の
と
し
て
見
つ
め
ら
れ
る
。
す
べ
て
の
「
い
の
ち
」

が
、
限
り
な
く
や
さ
し
い
。

「
眠
る
男
」
は
、
世
界
か
ら
そ
の
動
向
を
注
目
さ
れ

て
い
る
小
栗
康
平
監
督
の
最
新
作
で
あ
る
。
ま
た
、

群
馬
県
と
い
う
自
治
体
が
劇
映
画
を
製
作
す
る
初
の

試
み
と
し
て
、
各
方
面
か
ら
様
々
な
関
心
を
あ
つ
め

て
き
た
。

配
役
は
、
「
眠
る
男
」
に
韓
国
映
画
界
を
代
表
す
る

安
聖
基
（
ア
ン
・
ソ
ン
ギ
）
、
「
南
の
女
」
テ
ィ
ア
に
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ト
ッ
プ
女
優
ク
リ
ス
テ
ィ
ン
・
八

キ
ム
、
「
眠
る
男
」
の
同
級
生
上
村
（
か
み
む
ら
）
に

役
所
広
司
を
起
用
し
、
ア
ジ
ア
の
国
境
を
越
え
た
取

り
組
み
と
し
て
も
、
期
待
さ
れ
て
い
る
。

監
督
の
小
栗
康
平
は
、
1
9
5
0

年
代
を
舞
台
と

し
た

r

泥
の
河
」
（
原
作
•
宮
本
輝
）
『
伽
椰
子
の
た

め
に
」
（
原
作
・
李
恢
成
）
、r
死
の
棘
』
（
原
作
•
島

尾
敏
雄
）
の
三
作
品
で
、
戦
後
社
会
と
人
間
を
見
つ

め
、
そ
れ
ぞ
れ
モ
ス
ク
ワ
国
際
映
画
祭
銀
賞
、
ジ
ョ

ル
ジ
ュ
・
サ
ド
ゥ
ー
ル
賞
、
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
「
グ

ラ
ン
プ
リ
・
カ
ン
ヌ

1
9
9
0

」
な
ど
を
受
賞
し
て

い
る
。
深
く
美
し
い
映
像
表
現
が
特
徴
で
あ
る
。

5

年
ぶ
り
の
「
眠
る
男
」
で
は
、
戦
後
5
0
年
を
経
て
、

経
済
成
長
と
共
に
日
本
人
が
見
失
っ
て
き
た
「
い
の

ち
」
の
豊
か
さ
を
、
慈
し
み
を
こ
め
て
描
く
。

ま
た
、
こ
の
作
品
が
湛
え
る
純
粋
さ
は
、
ス
タ
ッ

フ
、
キ
ャ
ス
ト
の
緻
密
な
協
力
の
成
果
で
も
あ
る
。

脚
本
は
、
初
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
、
小
栗
康
平
と
剣
持

潔
の
共
同
脚
本
。
撮
影
、
照
明
、
録
音
は
、
今
回
初

め
て
小
栗
組
に
参
加
し
た
、
監
督
と
同
世
代
の
丸
池

納
、
山
川
英
明
、
井
上
宗
一
。
美
術
は
、
日
本
美
術

監
督
協
会
の
理
事
長
を
務
め
る
横
尾
嘉
良
が
担
当
。

セ
ッ
ト
の
板
戸
に
、
日
本
画
家
の
平
松
礼
二
が
、
月

と
白
梅
を
描
く
。
製
作
の
藤
倉
博
と
編
集
の
小
川
信

夫
は
、
「
泥
の
河
」
以
来
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
を
使
っ
た
合
成
は
、

ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
ア
ー
ト
・
デ
ュ
リ
ン
ス
キ
ー
。
音
楽

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
舞
台
に
活
躍
す
る
現
代
音
楽
の
細

川
俊
夫
に
よ
る
。
演
奏
は
、
群
馬
交
響
楽
団
。
指
揮

は
、
高
関
健
゜

出
演
者
と
し
て
、
田
村
高
廣
、
野
村
昭
子
、
今
福

将
雄
ら
の
ベ
テ
ラ
ン
陣
。
「
眠
る
男
」
が
遺
作
と
な
っ

た
浜
村
純
。
劇
中
の
能
は
観
世
暁
夫
と
錬
仙
会
で
あ

る
。
高
校
生
、
小
学
生
ら
が
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
選

ば
れ
、
ま
た
お
年
寄
り
や
地
元
の
人
々
が
多
数
、
素

人
の
持
味
を
活
か
し
て
登
場
す
る
。

山
あ
い
の
河
に
そ
っ
て
「
一
筋
町
」
が
あ
る
。
河

原
に
涌
い
た
温
泉
の
名
は
「
月
の
湯
」
。
一
人
の
男
が

眠
り
続
け
て
い
る
。
男
は
外
国
を
祐
得
し
た
後
に
こ

の
町
へ
戻
っ
て
き
た
。
「
南
米
だ
か
ど
こ
だ
か
、
帰
っ

て
き
て
も
山
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
の
山
好
き
が
、
山

で
落
ち
て
意
識
を
失
い
、
農
家
の
一
室
で
眠
り
続
け

る
。
「
眠
る
男
」
拓
次
で
あ
る
。
父
キ
ヨ
ジ
、
母
フ
ミ

が
い
る
。

町
に
は
、
駅
の
自
転
車
預
か
り
所
で
食
堂
を
営
む

オ
モ
ニ
、
少
年
リ
ュ
ウ
、
高
校
生
の
蘭
、
障
害
を
も

っ
て
い
る
が
豊
か
な
感
受
性
を
も
つ
ワ
タ
ル
た
ち
が

暮
ら
し
て
い
る
。
「
眠
る
男
」
拓
次
の
同
級
生
上
村
は

小
さ
な
電
気
屋
を
経
営
し
て
い
る
。
町
外
れ
の
バ
イ

パ
ス
沿
い
に
は
、
「
南
の
女
」
テ
ィ
ア
が
働
く
ス
ナ
ッ

ク
「
メ
ナ
ム
」
が
あ
る
。

月
が
満
ち
て
は
欠
け
、
雨
や
風
が
訪
れ
て
緑
が
濃

く
な
る
こ
ろ
、
「
眠
る
男
」
は
息
を
ひ
き
と
る
。
日
々

の
い
と
な
み
の
中
で
、
な
に
か
が
変
わ
っ
て
い
た
。

神
社
の
境
内
で
能
が
演
じ
ら
れ
た
。
そ
の
日
、
テ
ィ

ア
は
深
い
森
に
わ
け
入
る
…
…
。

（
一
九
九
六
年
作
品
／
ヴ
ィ
ス
タ
サ
イ
ズ
／
カ
ラ
ー
／

一
時
間
四
十
三
分
）
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